
中１数学Ｂ ２０１９年度 ２学期 相似、面積比、確率 宿題解答 

§１０ 面積比と線分比 
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となるので、△ の面積は、

△ の面積の 　 倍 となる。

DB
BDE ABE

AB
DB AE

ABC
AB AC
5 4

ABC
8 7
5

ABC
14

BDE

5
ABC

14

(1)

AD
ADE ABE

AB
AD AE

ABC
AB AC
3 4

ABC
8 7
3

ABC
14
EC

BCE ABC
AC
3

ABC
7

ADE : BDE : BCE

3 5 3
ABC : ABC : ABC

14 14 7
3 5 6

: :
14 14 14
3 : 5 : 6



 

 













LL

LL

と同様にして、
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となるので、①②③より、
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Ｈ１０.２

OA : OC OAB : OBC 6 : 18 1 : 3  △ △  ···· ①
OAD : OCD OA : OC△ △  ·························· ②

①②より OAD : OCD 1 : 3△ △
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よって、四角形 ABCDの面積は
OAB OBC OCD OAD
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Ｈ１０.３ 
3 2 6y x y x    …① …②

(1) ,l mの交点 Aの x座標は
3 2 6x x   

の解なので、これを解いて

3 3x    ∴ 1x 
Aの y座標は、①より

41 3y     

よって、A (1, 4)

Bは l上で x座標が 4 となる点なので、
Bの y座標は、①より

( 4) 3 1y     

よって、B ( 4,1)

Cはm上で x座標が6となる点なので、
Cの y座標は、②より

6 62 6y    

よって、C (6, 6)

(2) B を通り x軸と平行な直線とmとの交点
を D とする。△ABC を△ABD と△CBD
に分割して、それぞれの面積を、BDを
底辺として計算する。

Dはm上で y座標が1となる点なので、
Dの x座標は、②より
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であり、BDの長さは
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△ABDの BDを底辺としたときの高さは
1 ( 4) 5  

△CBDの BDを底辺としたときの高さは
6 1 5 

よって、
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